
情報科学研究施設 と情報科学科

学部長をはじめとする理学部の皆様の御尽力により

昨年 4月 に情報科学科が設立され ,昭和52年 4月には

学部学生が本郷に進学 してくる予定である。ここでは

まず学科の前身である情報科学研究施設についてのベ

てみたい。

その設立から学科への改組に伴う発展的解消に至る

経過は次の表に示す通りである。

棘 大学理学部情報科学研究施設年表

昭和45年 4月 1日 東京大学理学音F附属情報科学研究
施設 設立

(文京区本郷 7丁目 3番 1号

理学部 1号館 )

情報基礎理論部門 新設
6月 1日 高 橋 秀 俊  教 授

施設長に就任 (併任 )

(理学部物性論第二講座担当教授 )

8月 1日 後 藤 英 一  教 授
理学部物理学教室助教授より昇任

8月 16日  国 井 利 泰  助教授
東京大学大型計算機センター助教

授より配置換

大 保 信 夫  助 手
新規採用

(理学系研究科化学専門課程博士
課程中退 )

9月 1日 半 田   勇  技 官
東京大学大型計算機セ/タ ー技官
より配置換

10月 20日 川 合   慧  助 手
新規採用

(理学系研究利物理学専門課程博

士課程中退 )

昭和 46年 4月 1日  数理言語学部門 新設
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藤  英  一 (帰醐 科勃

野 崎 昭 弘  助教授
東京大学教養学部基礎科学科

助教授より配置換

山 田 街 勇  教 授
ペンシルバニア大学電気工学部

計算機情報科学準教授より就任

昭和47年 6月 1日

9月 1日 野 下 浩 平  助 手
日本電信電話公社

電気通信研究所より就任

9月 29日

建物新営にともない理学部 1号館 より

文京区弥生 2丁目11番16号に移転

(東京大学大型計算機センター地階～ 3④

(理学音[附属情報科学研究施設 4階 )

昭禾日48年 8月 1日 野 下 浩 平  助 手
電気通信大学計算機科学科

講師に昇任

10月 1日 仲 野 憲 一  技 官
東京大学大型計算機 センター

技官 より配置換

昭禾口49年 4月 1日 三 好 和 憲  助 手
新規採用

(理学系研究刑物理学専門課程

博士課程修了 )

7月 1日 疋 田 輝 雄  助 手
新規採用

(理学系研究科数学専門課程博
士課程申退 )

昭和50年 4月 1日 停年退官
高 橋 秀 俊  教 授
慶応義塾大学工学音F教授に就任

野 崎 昭 弘  助教授
山梨大学工学部教授に昇任

退職

半 田   勇  技 官
日本 IBM株式会社へ就職



理学部附属情報科学研究施設を情報科学科に改組

し ,研究施設の 2部門は下記の 2講座に転換。

情報基礎理論講座 ,数理言語学講座。なか ,昭禾ロ

51年度には計 算機実験学講座 ,昭和52年度には情

報検索基礎論講座の開設が予定されている。

情 報科学研究施設で行なわれた研究の概要は次

の通 りである。

情報科学研究施設 (1970～ 75年 )の主な研究分

野

A基 礎 理論
a)数値解析…解析関数の数値積分にかける誤差の

振舞 ,積分公式の性質

b)記号および数式処理…非数値的情報処理の理論
c)セ ル構造オー トマ トンの理論…生物系 ,集積回

路 ,並列計算装置などに現われるセル構造の理論

的取扱い

d)自然言語用数理言語の理論…自然言語の記述 ,

解析 ,生成に適 した数理言語の研究

e)組合せアルゴ リズムの定量的評価
f)プログラムの理論―プログラムの正 しさ ,同等
性を機械的 lFC検証する可能性を探る

g)同期式及び非同期式電子回路設計の基礎理論

B. 計算機のハー ドウェア ,ソ フ トウェアおよびシ

ステムの研究

a)カセ ットファイル…情報記録方式 ,タ イミング

同期回路の改良 ,エ ラー回復のソフ トウェア作成

b)超高精度ブラウン管…二重偏向方式 1/Cよ る 1万

分の 1の高精度ブラウン管の開発

c)数式 鯉 用 のソフ トウェアシステム

d)ソ フトウェアの 自動 ,半 自動作成

e)アルゴリズム記述言語の設計

f)小規模計算機システムの中核的管理プログラム

の研究

g)自 然言語による情報検索システムの開発

C. グラフィッタス・ システムに関する研究

a)カ ラーグラフィッタスシステムの研究…中間調

の表現 ,面領域の色付け

b)カ ラーグラフィッタス 1/Cよ る対話型フア ッショ
ンデザインシステム

c)計算機による色つき周期的図形の会話的生成

d)宇宙進化シミンーションのグラフィックス表示

e)構造化データの高能率処理方式と対話型図形処

理

D. 情報科学の応用研究

a)マルチスペタ トラル ●マイクロセンサー出力の

自動処理

b)電子ビーム走査系の収差論定式化と自動設計
c)パ ターン情報処理…多次元図形の視覚化

d)自 然言語の構文解析の数学モデル

e)計算機 lrcょ る音薬の解析 ,創造

なか設備 としては中小 7基の計算機をはじめ ,自

作のカラーグラフィッタス装置 1顕微分光装置など

を使用した。なか ,発表論文 ,著作と学会報告の表

題の二覧表も印刷されている。 (必要な方は情報科

学科事務室に連絡されたい。 )

上記の研究分野は 1970-75年 のものであり ,情報

科学科にかける研究テーマは ,教室成員の増員と時

代の流れ 1/rと もなって当然発展的に変化して行 くで

あろう。また国際的な協力研究を本格的に発足させ

ることなどは非常に重要と考えられる。

情報科学科にかける研究の現状の紹介は ,必要な

らばそれぞれの研究者自身に書いてもらうのがよ

いと思うので,ここでは例として著者の「 多項式の計

算機1/6よ る記号的乗算に伴う計算量」について簡単

にのべてみたい。

m
A可
[]i xel

BLfi≒脚
(簡単のためaiと bjは

整数 ,eiと fjは非負整数とする。 )

という多項式Aと Bの乗算を筆算で行なう場合 ,係

数に関する乗算 と加算及び指数の加算に伴う算術操

作の計算量は0(mn)で ある。このように最近の
計算量の理論では ,比例係数は無視してデータの量

などを示すパラメーター (上例ではmと n)への依

存性の関駒移だけを問題にする。これには ,具体的

な個々の計算機の差異 (加算時間と乗算時間の比等)

―」




